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阿賀野市社会福祉協議会
阿賀野市ボランティアセンター
〒959-2123　阿賀野市姥ケ橋669
阿賀野市役所　京ヶ瀬支所内
TEL　0250-67-9203
FAX　0250-67-9204

★★★災害ボランティアセンター研修会のお知らせ★★★
　改正された災害対策基本法により、災害救助法の救助の種類に「福祉サービスの提供」が明記されま
した。そこで、なぜ災害時に「福祉」が必要なのか、また具体的な活動や今後求められる福祉活動につ
いて一緒に学びませんか。
タイトル   『災害時における福祉の必要性』（仮）
日　　時   令和７年９月28日（日）　9：30 ～正午（予定）
場　　所   �保健福祉センター京和荘「多目的ホール」�  

（阿賀野市姥ケ橋1104）
参 加 費   無　料
定　　員   40名（定員になり次第締め切りとなります）
申込〆切   ９月24日（水）まで
申込・問合せ   �阿賀野市社会福祉協議会�  

TEL：67-9203

チャリティー街頭募金に
ご協力をお願いいたします

　24時間テレビ チャリティー募金を実施
いたします。みなさんの温かいご協力を
よろしくお願いいたします。
日　時  ８月31日（日）

　　　　  10：00 ～ 17：00
会　場  ウオロク水原店

　　　　  （阿賀野市市野山字大坪221）

「もったいない」「もったいない」からから「ありがとう」「ありがとう」へへ
お米・食品の寄付にご協力お願いします

　ボランティアセンターでは、ご家庭などで食べき
れないお米の寄付を常時募集しています。
　お米は、令和５年度産以降で産地が特定できる玄
米・白米どちらもお預かりします。
　提供いただいたお米は、生活の困りごと相談窓口

「暮らしサポートセンターあがの」へ相談された食品
が必要な方のほか、ひとり親のご家庭などにもお渡
しします。受け付けは、ボランティアセンター（市役
所京ヶ瀬支所内）です。お預かりにうかがうこともで
きますので、ご連絡お待ちしています。
　また未開封で、商品説明が日本語表記の食品、常
温保存が可能で賞味期限を１ヵ月以上残している食
品、ティッシュペーパー・トイレットペーパー、洗
剤などの生活雑貨も受け付けています。
　食品ロスの削減、食の分かち合いにご協力お願い
いたします。

阿賀野市ボランティアセンター
TEL：67-9203　FAX：67-9204連絡先

NPO法人にいがた
災害ボランティアネットワーク　

理事長　李　仁鉄　氏

講　師　

ご協力いただいた募金は、
下記に役立てられます。

★福　　祉＝�福祉車両の贈呈や障害者
スポーツ支援など

★環　　境＝�清掃活動や環境保全活動
など

★災害復興＝�自然災害被災地復興支援
や国内外の災害への義援
金贈呈など



ボランティア通信は、ボランティアグループ「うぐいす会」
により音声訳されています。

このボランティア通信は、赤い羽根共同募金の助成で発行しています。

【寄付金】６月１日～６月30日受付分

　匿　　名��������������� 1,000円

【寄付物品】６月16日～７月15日受付分

　・リングプル��あがのお話の会、関口喜代次商店、

　　　　　　　　　メロとメラ、㈱クルマヤ、

　　　　　　　　　レクダンス萌の会、匿名（１件）

　・雑貨類他�������������匿名（３件）

（敬称略）
 善意のご寄付感謝いたしますどれみハウスカレンダー

　どれみハウスは、地域で暮らす障がいのある方とそのご家族から、
のんびり過ごしていただく場所です。（住所：阿賀野市若葉町３-33）

●休館日です。開所日時　・月曜日～金曜日：午前９時～午後３時30分
　　　　　・第二日曜、第四土曜：午前９時～午後３時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 ●

● 8 9 10 11 12 ●

14 ● 16 ● 18 19 ●

● 22 ● ● 25 26 27

● 29 30

９月
日 月 火 水 木 金 土

１ ●

● ４ ５ ６ ７ ８ ●

10 ● 12 ● ● ● ●

● 18 19 ● 21 22 23

● 25 26 27 28 29 ●

●

８月

ボランティア活動を始めるきっかけは、それぞれ。
「この活動に参加してみよう！」と活動内容は決めたけど…
「あれ？活動する際に気を付けることって何だろう？」等少し心配になることはありませんか？
今回は、活動する際の注意点やポイントをご紹介します。

①無理をしない
　自分に合ったことを自分のペースで取り組むことが大切です。
　体調管理に気をつけましょう。
②約束・秘密を守る
　活動中に知り得た個人情報などは、口外してはいけません。
③相手の立場に立つことを忘れずに
　活動には、相手がいます。相手が何を求めているのかよく理
解するために話を聞きましょう。

④報告、連絡、相談を大切に
　活動中に判断に迷うことなどあるかもしれません。活動先の
スタッフに相談しましょう。また、「急用で行けなくなった」な
どの連絡も忘れずにしましょう。
⑤安全対策を万全に
　万が一の事故やけがに備えて安心できるようにボランティア
活動保険への加入を検討しましょう！

ボランティア活動の際に気を付けることは？

次回は、ボランティア活動保険について詳しく紹介します。

ボランティアボランティアをを
はじめようはじめよう！！

１．応募課題　①�高齢者、障がい児者、子どもへの支援活動及びその他、社会的意義の高いボランティア活動
　　　　　　　　※過去３年間（令和４年度以降）に助成を受けたグループは申込みできません。
　　　　　　　②地震・豪雨等による大規模自然災害の被災者支援活動
２．応募資格　�ボランティア活動を行っているメンバーが５名以上で、かつ営利を目的としない団体（任意団体、NPO法人、財団

法人、社団法人、大学のボランティアサークル等）。
３．助成金額　上限30万円（１団体あたり）　※総額　5,100万円
４．助成対象経費　交通費・旅費、備品、消耗品費、通信費、会場費、制作費、謝金、その他
　　　　　　　　※下記の経費は助成の対象外となります。
　　　　　　　　　①記念事業（記念行事、記念誌の発行等）
　　　　　　　　　②他のボランティア団体への助成
　　　　　　　　　③団体のメンバーに対する謝金
　　　　　　　　　④団体の事務所の家賃・人件費・光熱費等の運営費
　　　　　　　　※�ボランティア活動に必要なメンバーの交通費・旅費、及び居場所等の運営に必要な家賃等の費用は助成の対象

となります。
５．応募期間　令和７年８月１日（金）～９月15日（月）　当日消印有効
６．応募方法　�所定の「申請書」を財団事務局あてに郵送。申請書には、社会福祉協議会、行政（市区町村の担当部署）、共同募金会

等の担当者からのコメントが必要。申請書は、財団のホームページよりダウンロードできます。
７．問合せ・送付先　公益財団法人　大和証券福祉財団　事務局
　　　　　　　〒104-0031　東京都中央区京橋1-2-1　大和八重洲ビル
　　　　　　　TEL：03-5555-4640　FAX：03-5202-2014　
　　　　　　　Eメール：zaidan@daiwa.co.jp　ホームページ：https://www.daiwa-grp.jp/dsz/

助成金のお知らせ 助成金のお知らせ ★大和証券福祉財団　『令和７年度（第32回）ボランティア活動助成』★大和証券福祉財団　『令和７年度（第32回）ボランティア活動助成』


